
お
く
り
も
の

野
球
の
ま
ち
阿
南
推
進
協
議
会
へ

●
故
・
杉
浦　
忠
氏
（
元
プ
ロ

野
球
選
手
）
の
遺
品
（
写
真
パ

ネ
ル
32
枚
、
盾
４
基
、
杯
１
基
、

ペ
ナ
ン
ト
１
枚
、
雑
誌
27
冊
）

大
阪
府
堺
市　

杉
浦
氏
の
妻
、

志
摩
子
様
、
次
女
、
慶
子
様
か

ら
野
球
関
連
グ
ッ
ズ
と
し
て

平
島
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
へ

●
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
１
台

徳
島
市　

小
原　

博
様
か
ら

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
５
万
５
８
９
円

見
能
林
町　

翔
カ
ラ
オ
ケ
愛
好

会　

代
表
白
浜
和
子
様
か
ら
第

21
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
歌
謡
シ
ョ

ー
「
あ
じ
さ
い
の
宴
」
に
お
け

る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
を
地
域

福
祉
事
業
活
動
資
金
と
し
て

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
審
議
会

「
公
募
委
員
」を
募
集

　

阿
南
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会

委
員
の
任
期
が
、
本
年
９
月
末
で

終
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
新
た
な

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
次
の
要
件
す
べ
て
に

該
当
す
る
方

▼
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方

　
（
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
）

▼
阿
南
市
の
男
女
共
同
参
画
推
進

に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
方

▼
平
日
の
会
議
（
年
１
、
２
回
程

度
）
に
出
席
で
き
る
方

▼
市
が
設
置
し
た
他
の
審
議
会
等

の
委
員
で
な
い
方

▼
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議　

員
、
常
勤
の
公
務
員
で
な
い
方

募
集
人
員　
３
人
以
内

任
期　
10
月
１
日
か
ら
２
年
間

応
募
方
法　
所
定
の
応
募
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、「
阿

南
市
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の

推
進
に
対
す
る
考
え
方
お
よ
び
応

募
の
動
機(
様
式
自
由
・
８
０
０

字
程
度)

」
を
添
付
し
て
、
郵
送

ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ

ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

応
募
用
紙
は
、
人
権
・
男
女

参
画
課
に
備
え
付
け
て
い
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。

※
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

選
考
方
法　
阿
南
市
男
女
共
同
参

画
審
議
会
公
募
委
員
選
考
委
員
会

で
審
査
し
、
決
定
し
ま
す
。

募
集
期
間　
８
月
４
日
㈪
～
25
日
㈪

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
〒
７

７
４

－

８
５
０
１　

富
岡
町
ト
ノ

町
12
番
地
３　

人
権
・
男
女
参
画

課
（
☎
22

－７
４
０
１
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

22

－４
７
８
５
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

josei@city.anan.tokushim
a.jp

）へ

～
阿
南
・
加
茂
谷
の
山
あ
い
に
こ
だ
ま
す
る

　
若
者
の
声
～

阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

　

先
般
、
民
間
の
日
本
創
成
会

議
（
座
長
・
増
田
寛
也
元
総
務

相
）
が
地
方
自
治
体
の
半
数
を

「
消
滅
可
能
性
都
市
」
と
し
て

公
表
し
、
全
国
の
自
治
体
に
大

き
な
衝
撃
が
走
り
ま
し
た
。

　

今
後
30
年
間
で
若
年
女
性
が

半
減
す
る
と
の
試
算
結
果
が
示

さ
れ
た
８
９
６
の
自
治
体
は
危

機
感
に
さ
い
な
ま
れ
、
ま
た
、

全
国
１
７
４
１
全
て
の
自
治
体

の
人
口
減
対
策
も
都
市
・
地
方

関
係
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
自
分
た
ち
の
目
の
前
で
起
こ

り
得
る
深
刻
な
現
象
と
な
っ
て

表
れ
て
き
て
い
ま
す
。
幸
い
に

し
て
私
た
ち
の
阿
南
市
は
、
四

国
39
市
の
中
で
生
き
残
り
上
位

８
位
、
徳
島
県
８
市
で
は
１
番

と
い
う
結
果
と
な
り
、
市
長
と

し
て
一
安
心
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス

が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の

夏
、
東
京
か
ら
武
蔵
野
大
学
の
学

生
１
０
０
人
が
加
茂
谷
地
区
に

や
っ
て
き
ま
す
。
８
月
中
旬
か
ら

約
１
カ
月
間
、
１
年
生
（
女
子
学

生
が
７
割
）
が
８
班
に
分
か
れ
て
、

４
泊
５
日
で
農
業
体
験
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
鈴
江
省
吾
前
阿
南
市
東
京
事

務
所
長
と
武
蔵
野
大
学
職
員
と
の

出
会
い
、
そ
し
て
東
京
・
阿
南
ふ

る
さ
と
会
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で

つ
な
が
っ
た
「
加
茂
谷
元
気
な
ま

ち
づ
く
り
会
」
と
の
「
人
の
縁
」

が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

加
茂
谷
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
会

（
山
下
和
久
会
長
）
は
、
人
口
が

減
少
し
て
い
く
古
里
に
危
機
感
を

抱
い
た
有
志
で
結
成
さ
れ
、
遍
路

道
や
新
種
の
カ
タ
ツ
ム
リ
の
Ｐ
Ｒ

を
は
じ
め
農
地
や
空
き
家
を
活

用
し
た
移
住
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今

回
も
、
地
元
協
議
会
や
公
民
館

が
連
携
し
て
、
あ
っ
と
い
う
間

に
30
数
軒
の
受
け
入
れ
農
家
が

決
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
原
動
力

は
、
古
里
を
愛
し
、
守
っ
て
き

た
加
茂
谷
の
皆
さ
ん
の
「
地
域

力
」
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
の
「
地
域
力
」
こ
そ
が
、
人

口
減
少
社
会
の
中
で
自
治
体
が

存
続
す
る
た
め
に
最
も
大
切
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
だ

と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

　

５
月
に
鯉
ま
つ
り
で
賑
わ
っ

た
加
茂
谷
の
山
あ
い
に
、
今
度

は
若
い
学
生
た
ち
の
歓
声
が

溢
れ
ま
す
。
加
茂
谷
の
「
地
域

力
」
と
学
生
の
「
パ
ワ
ー
・
発

信
力
」
が
融
合
し
て
元
気
な
風

を
呼
び
込
み
、
阿
南
市
の
移
住

交
流
、
若
者
定
住
モ
デ
ル
と
い

う
「
大
き
な
鯉
」
が
舞
い
上
が

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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